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添付文書では「原則として透析器と直列に接続」としか書かれていない．

はじめに

血液透析とリクセルを併用する場合，リクセルの添付文書には【操作方法】として
図が示されているため，そのように装着している施設が多いと思われる．

http://www.info.pmda.go.jp/downfiles/md/PDF/200095/200095_20600BZZ00329000_A_01_10.pdf（20181201参照）



血液透析では血液とダイアライザの接触で
白血球や血小板の活性化や，サイトカイン産
生を惹起させることが知られている1）．

リクセルはβ2-MGの吸着除去だけではな
くサイトカインも吸着除去していると報告さ
れている2）．

このことからリクセルをダイアライザの後
に接続する方が，ダイアライザで産生惹起さ
れたサイトカインをリクセルで吸着すること
により生体適合性の改善ができるのではない
かと推察した．

リクセルを前接続と後接続で施行した場合
で，白血球，血小板，各種サイトカインの量
および変化率を比較し，差異が生じるかを明
らかにすることを本研究の目的とした．

目的
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治療条件：リクセルの接続部位を前接続と後接続とで治療を施行した．

対象 ７名

性別 M:3，F:4

平均年齢 67.6±9.4

平均透析歴 33.4±3.7年

治療条件

ダイアライザー APS-21SA

リクセル S-15

QB(mL/min) 200

QD(mL/min) 500

透析時間 4時間
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➢ 下記の表に示す項目を透析前後で採血し変化率（除去率）を比較した
➢ 統計学的検定はWilcoxonの符号付順位和検定で危険率5％未満を有意差ありとした

評価項目

Β2-MG i-PTH PTX-3 高感度CRP

IL-10 IL-8 IL-6 TNF-α

方法1：透析前後での比較
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n=7
Wilcoxon
符号付順位和検定

















評価項目

Β2-MG i-PTH PTX-3 高感度CRP

IL-10 IL-8 IL-6 TNF-α

方法2：各ポイントでの比較
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➢ 下記の表に示す項目を
前接続：①脱血後，②リクセル後，③ダイアライザ後，
後接続：①脱血後，②ダイアライザ後②リクセル後 の3点のポイントで
開始2分後に採血し，変化率を比較した



















方法3：経時変化の比較
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白血球および血小板を
開始時，15分後，30分後，60分後，終了時で採血し経時変化を比較した．



n=7
Wilcoxon
符号付順位和検定



➢ 治療前後の変化率の比較に関しては，生体適合性の指標として有用とさ
れるIL-6，TNFαで後接続で低下率が有意に高かったことから，リクセ
ルの接続場所はダイアライザの後に接続する方が生体適合性が改善され
ると思われた．

➢ 血液と膜との接触により生じるサイトカインの産生に関しては，今回の
条件では観察されなかった．またダイアライザとリクセルのいずれもサ
イトカインを除去していると思われた．

➢ 各デバイス通過後のβ2MGやサイトカインの変化率に関しては，先にダ
イアライザを通過する方が低下率は高く，その後に通過するリクセルで
さらに低下率が向上していたことから，後接続の方が除去効率の向上が
期待できると思われた．

➢ 当院では2013年以降リクセルの接続を後接続にて治療を施行しているが，
これまで有害な事象は1件も発生していないことから，リクセルの後接続
は安全性にも問題はないと考えている．

考察



リクセルの接続部位を

膜直前から膜直後に変更することで

生体適合性と除去効率の向上が期待できる．

結語


